
○都市域等に高頻度 高分解能なＸバンドMPレ ダを導入し 局地的な大雨（いわゆるゲリラ

 ＸバンドＭＰレーダについて 資料 １ 

○都市域等に高頻度、高分解能なＸバンドMPレーダを導入し、局地的な大雨（いわゆるゲリラ
豪雨）や集中豪雨の被害低減に向けた実況観測を強化。 

○従来レーダ（Ｃバンドレーダ）に比べ、高頻度（５倍）、高分解能（１６倍）での観測が可能。ま
短縮た、これまで5～10分かかっていた配信に要する時間を1～2分に短縮。

【既存レーダ（Ｃバンドレーダ）】 

（最小観測面積：１ｋｍメッシュ、配信周期:5分

【ＸバンドＭＰレーダ】 

（最小観測面積：250ｍメッシュ、配信周期:1分（最小観測面積：１ｋｍメッシュ、配信周期:5分
 観測から配信に要する時間 5～10分） 

（最小観測面積：250ｍメッシュ、配信周期:1分 
 観測から配信に要する時間 1～2分） 
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※Ｃバンドレーダ（定量観測半径120km）は広域的な降雨観測に適するのに対し、ＸバンドMPレーダ（定量観測 
 半径60km）は 観測可能エリアは小さいものの局地的な大雨についても詳細かつリアルタイムでの観測が可能。 1 


